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対象は、文書同意を得て 2010 年 12 月～

2013 年４月までに成育母子コホートに参加

し、妊娠中期（妊娠 16 週～27 週）母体血

及び臍帯血データ、1 歳時の血液データがと

もに確認できた236組の母子を対象とした。 
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（倫理面への配慮） 

 本研究においては、機関内倫理委員会に

て審査を受け、承認を得、実施するすべて

において保護者に対するインフォームドコ

ンセントを行い、同意を得て行った。 
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対象の母体年齢は平均 35.8 歳（24〜46
歳）。 
母体血・臍帯血・児の一歳時の血中ＶＤは、

それぞれ 18.65ng/ml (8.3-39.8) （平均（最

少-最大値））, 12.05ng/ml (4.1-28) , 

23.5ng/ml (8.0-52.3)であった。母体血と

臍帯血、臍帯血と 1 歳時の児のＶＤ値有意

の正の相関を示した(r=0.44, p＜0.001, r=0.20, 
p=0.002)。母体妊娠糖尿病の有無、HbA1c
値は児の VD 値とは相関しなかった。1 歳時

の VD 値と児の発達・成長・代謝因子には

相関を認めなかった。母乳栄養児では、1 歳

における VD 値は人工及び混合栄養児より

も有意に低かった (19.25ng/ml, 26.2ng/ml, 
27.8ng/ml, p<0.001)が、日光浴時間の寡多で

は統計学的に有意な差は認めなかった。 

 
Ｄ．考察 

 本邦において、成人期の生活習慣病/メタ

ボリック症候群の増加は急速であり、国民

全体の健康問題となっている。さらに本邦

では小児思春期の肥満増加に伴う 2 型糖尿

病の増加も重要な問題である。 
 近年ビタミン D（VD）が膵内分泌機能、

すなわち糖代謝に影響することが示され、

骨以外に対する作用が注目されている。成

人期の糖尿病発症と VD の関連を示す報告

も散見される。さらに、成人病胎児起源説

にもビタミン D が関与している可能性が示

唆されている。また、妊娠中の母体におけ

るビタミン D 欠乏症が胎児期もしくは新生

児期の身体精神発育に影響を与えるという

報告もあるが、本邦で胎児成長とビタミンD
の関連を検討したデータはまだない。 
 今回の我々の研究では、本邦の妊婦及び

臍帯血中 25OHD は、一般の推奨値より低

値であった。VD と IGF-I は有意な正の相関

を示し、IGF-I と出生体重は正の相関を示し

たが、VD と出生体重は有意な相関を示さな

かず、VD が胎児成長、IGF-I 以外の代謝因

子に及ぼす有意な影響は確認できなかった。

今後児の生後成長や代謝系への関与をフォ

ローしていくとともに、母体の糖代謝との

関連についても検討していく予定である。 
  

Ｅ．結論 

1 歳においては成長発達・代謝への影響は

明らかではなかったが、VD に関しては母体

の栄養状況が胎生期も 1 歳においても児に

有意に影響していることが明らかとなった。

今後長期的に児の成長発達・代謝への影響

が出てこないか、追跡する必要がある。 
 

Ｆ．健康危険情報 

なし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

   なし。 



 
資料

表 1 歳時血中２５OHVD に寄与する因子の解析 

要因 パラメータ数 自由度 平方和 F 値 p 値(Prob>F)   

母体血 25OHD 1 1 786.3881 11.6245 0.0008  

栄養 3 3 1397.7498 6.8873 0.0002  

日光浴 2 2 340.7060 2.5182 0.0830  

 

 


